
 

 第六号の二書式（第二十条の三関係）（Ａ４）  建築士法第２３条の６の規定による 設計等の業務に関する報告書  （第一面）  建築士法第２３条の６の規定により、設計等の業務に関する報告書を提出します。この 報告書の記載事項は事実に相違ありません。  奈良県知事 殿 
 令和３年４月１０日 
 （  一級 ）建築士事務所奈良県知事登録第２０１８（い）１３００号 

 
 事務所名称 株式会社奈良県庁一級建築士事務所 
 
 所在地  奈良市登大路町○○番地                   電話番号 ○○○－△△△－××××  建築士事務所の開設者の氏名又は名称             株式会社奈良県庁 代表取締役 奈良太郎                    事業年度  令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日  〔記入注意〕建築士事務所の開設者が法人である場合には、法人の代表者の氏名も併せて 記載すること。 

 

建築士法第２４条の６の規定により閲覧に供する書類と内容を整合させてください。 

この記入例は、事業年度が４月１日～３月３１日の法人を想定しています。（登録申請者が個人の場合は、１月１日から１２月３１日が事業年度となります。） 事業年度の経過後３ヶ月以内に提出して下さい。 （この記入例の場合は４月１日～６月３０日の間に提出。） 

記 入 例 

※事業年度内の実績がない場合についても、法人・個人を問わずこの報告書の （第一面）～（第五面）すべてを提出してください。 ※控えの必要のない方は１部、控えの必要な方は正副２部を 県土マネジメント部地域デザイン推進局建築安全推進課監察係まで持参又は 郵送してください。 ※郵送の場合で控えが必要な方は、２部作成し、返信用封筒（宛先を記入、切手を貼ったもの）を同封してください。１部に受付印を押印してお返しします。  提出先：奈良県県土マネジメント部地域デザイン推進局建築安全推進課監察係     〒630-8501 奈良市登大路町３０番地   



   （第二面） 
  建築士事務所の業務の実績   ［記入注意］  １ 当該事業年度における直近のものから順次記入して下さい。  ２ 〔例〕  鉄筋コンクリート造     設計及び    R2. 2. 1   奈良県     共同住宅        五階建延７００㎡      工事監理   R2.10. 3                                             建 築 物所 在 地都道府県 建築物の用途 構造及び規模 業務内容 期 間 奈良県 専用住宅 木造 ２階建 延２００㎡ 

設計及び 工事監理 

R2.12.15 

R3.5.31 

(予定) 奈良県 共同住宅 RC造 ４階建 延１０００㎡ 

設計 R2.4.10 

R2.11.15 

 大阪府 飲食店 S造 ２階建 延１２０㎡ 

代願、設計及び工事監理 

R1.10.10 

R2.5.5 

 奈良県 専用住宅 木造 ２階建 延１５０㎡ 

設計及び 工事監理 

R1.7.5 

R2.4.20 

     

     

     

     

     

     

     

 

※当該事業年度の事業を記入して下さい。業務内容「施工」は該当しません。 ※「○○邸」など、個人の名称は記入しないでください。 ※当該事業年度の直近のものから順次記入して下さい ※事業年度がまたがるものについても、記入してください。 
※ 他の設計事務所の下請けを行なった物件も、業務内容を記入してください。（補助的な業務は含まない） ※ 業務内容は構造設計や設備設計など具体的に記入してください。 ※ 設計、工事監理だけでなく、建築士法第２１条に定める「その他の業務」（代願、耐震診断、敷地調査、建物鑑定、積算等）も記入してください。 ※ 事業年度がまたがるものについても、当該事業年度に業務をおこなっていれば記入してください。 ※ 業務を全く行わなかった場合は「業務実績なし」と記入してください。  また、この「設計等の業務に関する報告書」は建築士法第２３条の９第２号の規定により、一般の閲覧に供せられる書類です。 



 （第三面）  所属建築士名簿   
氏   名 一 級 建 築 士 、二 級 建 築 士 又は 木 造 建 築 士の 別 及び 管 理建 築 士 で あ る場 合 に あ っ ては 、 そ の 旨  登 録 番 号 登 録 を 受 けた 都 道 府 県名（ 二 級 建 築士 又 は 木 造建 士 の 場合 ）  建 築 士 法 第２ ２ 条 の ２第 １ 号 か ら第 ３ 号 ま でに 定 め る 講習 の う ち 直近 の も の を受 け た 年 月日   

構 造 設 計一 級 建 築士 又 は 設備 設 計 一級 建 築 士で あ る 場合 に あ って は 、そ の旨   
構 造 設 計一 級 建 築士 証 又 は設 備 設 計一 級 建 築士 証 の 交付 番 号     

建 築 士 法 第22 条 の 2 第4 号 及 び 第 5号 に 定 め る講 習 の う ちそ れ ぞ れ 直近 の も の を受 け た 年 月日   奈良太郎 

 

 橿原一郎 

 

 明日香花子 

 

 平城山千都 

一級建築士 管理建築士 

 一級建築士 

 

 一級建築士 

 

 二級建築士 

１１１１１ 

 

 １２３４５ 

 

 ２２２２２ 

 

 １３００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 奈良県 

R2.2.24 

 

 未受講 

 

 未受講 

 

 未受講 

 

構造一級建築士 

3333 未受講 

                       一級建築士        ３名          二級建築士        １名  計４名      木造建築士         名  構造設計一級建築士    １名  設備設計一級建築士     名   

一級建築士、二級建築士、木造建築士が３年毎に受講する「定期講習」の直近の受講歴を記入してください。 

構造・設備設計一級建築士が３年毎に受講する「定期講習」の直近の受講歴を記入して下さい。 

事業年度中の退職、採用を含んだ、当該事務所に所属している建築士（管理建築士を含む）をすべて記入してください。 



 （第四面）  所属建築士の業務の実績  〔記入注意〕 １ 所属建築士の当該事業年度における業務の実績を、当該建築士事務所におけるもの に限つて、直近のものから順次記入して下さい。 ２ 〔例〕  鉄筋コンクリート造   設計及び  R2. 2.1  奈良太郎   奈良県     共同住宅     五階建延７００㎡    工事監理  R2.10.3       所属建築 士の氏名 建築物所 在地都道 府県 建築物の用途 構造及び規模 業務内容 期 間 奈良太郎 

 

奈良県 専用住宅 木造 ２階建 延２００㎡ 

設計及び 工事監理 

R2.12.15 

R3.5.31 

(予定) 奈良太郎 明日香花子 

奈良県 共同住宅 RC造 ４階建 延１０００㎡ 

設計 R2.4.10 

R2.11.15 

 奈良太郎 大阪府 飲食店 S造 ２階建 延１２０㎡ 

代願、設計及 び 工 事監理 

R1.10.10 

R2.5.5 

 明日香花子 平城山千都 

奈良県 専用住宅 木造 ２階建 延１５０㎡ 

設計及び 工事監理 

R1.7.5 

R2.4.20 

      

      

      

      

      

      

        

※ 第二面の業務実績と、第三面の所属建築士を組み合わせ、完了日が新しいものから順に記入してください。 ※ 建築確認申請書の「設計者」欄の「代表となる設計者」となっている建築物案件は勿論、当該設計に関与した「その他の設計者」として名を連ねている建築士は、この建築士別業務報告の対象となります。 ※ 所属建築士が管理建築士のみの場合に限り、第四面は所属建築士の氏名を記載し、「第二面と同じ」と記載省略可。  



  （第五面）  管理建築士による意見の概要 〔記入注意〕 当該事業年度における直近のものから順次記入して下さい。  管 理 建 築 士  の氏名 建築士事務所の開設者に対して述べられた  意見の概要 当該意見が述べ  られた日 奈良太郎 飲食店の設計業務に先立ち、その業務の遂行に必要な期間を十分確保するよう助言した。 

R2.11.26 

 

   

   

   

   

   

   

 

※ 開設者と管理建築士が同一の場合は、第５面は添付省略できます。 ※ 意見がない場合は、「意見なし」と記入してください。 


